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論文内容要旨
 1894年e。leyが丹毒菌と霊菌との培養濾液のT・xinが悪性腫瘍患者に著効を認めることが
 あったことを報告し,ShearはそのT・xinの有効成分は細菌多糖類であることをつきとめたが、
 岡らはBassage多糖体の分画について抗腫瘍性を観察し,葛谷はBasicDextranの抗腫瘍
 作用について報告して以来,多糖類の抗腫瘍作用が注目されるようになった。一方,Filkinsらは
 肝スライスの貪食実験をinvitr・で行ない,Hepariu添加が金コロイド,人血清凝集アルブ
 ミンの貪食を著しく亢進することを認め,さらにDextranSulfate(以下D.S.)添加の場合
 にも軽度の貪食亢進の認められたことを報告している。
 著者は1ieparinおよび各種D.S・の影響について,網内系機能と同様の貪食機能を持つ白血球
 の機能について検討を行㌃つたので・その成績について報告する。
 実験動物は200-3009のD・nryuRatを用い,20%カゼインナトリウム生食水溶液を
 腹腔内に約10㏄注入,18時間後大腿動脈より動脈血を採取屠殺し,腹水を採取した。一匹の腹水
 
 より2-5x10コの細胞が得られ,細胞分類を行なうと91.5%は好中球であった。貪食粒子とし
 てSta.albus死菌を用い,白血球1に対し200以上の割合に添加し,貪食反応はWarburg
 振盪装置を用いて行なった。中心筒には2NKOHO.2磁,sidearmに各種濃度のD.S.およ
 びSta.albus,mainchamberにはブドウ糖10μmoles,自己血清0.1麗/3雇を添加
 し,さらにKrebsRlngerphosphateBuffer、pH7.4を加えて総量3.0磁とした。
 一般に白血球貪食に伴って酸素消費の著しい亢進の起ることが知られているが,著者は前述のような
 実験条件において貪食細胞の酸素消費量の測定を行なった。15分毎60分間酸素消費量を測定した
 後,貪食群では白血球浮遊液を取り出し,遠心沈澱し,沈渣より塗沫標本を作成して光学顕微鏡によ
 り貪食度を測定した。すなわちHeparin,D.S.を加えない無処置白血球28例の平均では,貪食
 細胞の酸素消費量は非負食細胞に対して86.8%増加している。次に予備実験として各濃度のHep-
 a・in添加時の酸素消費及び貪食度について検討してみると,対照群で貪食対非貪食の比は160%
 であるがHeparinO.03粥添加群では240%と増加し,0、1溺添加群で再び低下し始める。こ
 の場合の白血球の貪食度を光学顕微鏡で検討するとHeparinO.03耀添加群では1コの白血球内
 に11コ以上のSta.albusを貪食している細胞の%が増加し,形態学的にも貪食能の亢進が確認
 されたが,HeparlnO.1磁添加では貪食能はむしろ低下を示した。しかるにHeparinO,03諺
 添加7例の酸素消費の平均値をみると,非貪食細胞ではHeParin添加の影響は全くないが,貪食
 細胞では約17%の増加が認められる。同様の実験をD.S、製剤のMethi“。・分子量6000-
 6500,硫黄含量17-19%で検討すると,貪食細胞ではMethis1・n,0.06留/磁によつ
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 て酸素消費は100%亢進し,形態学的にも0、06解/認添加群でSta.albus、31コ以上を貪
 食する白血球が増加しているが,o.6解/弼添加群では酸素消費も'、貪食度も低下を示している。以
 上の成績のようにHeparin,Methis1・nの両者の添加によって酸素消費の面からも光学顕微鏡
 による形態学的な面からも白血球の貪食亢進が認められた。また各種のD.s.製剤について各々
 0.06確/磁を添加し,同様の実験を試みた成績は次のようである。すなわちP・1yranA分子量
 1300硫黄含量4.7%,N-935-7分子量23800硫黄含量18.8%,2-8-S分子量
 1300硫黄含量7.1%添加群では貪食に伴う酸素消費の増加が著しく,貪食亢進が推定されたが,
 2-18-S分子量23800硫黄含量7,1%',KM-102分子量54000硫黄含量18.8%で
 は酸素消費の低下が認められ、貪食低下は光学顕微鏡によっても確められた。
 以上の実験成績にみられたように,硫化多糖体の分子量及び硫黄含量の差が貪食に対して影響を与
 えている。すなわち分子量1300のP・IyranAと2-8-Sについてみると硫黄含量の多い
 2-8-Sの亢進が著しく,分子量23800のN-935-7と2-18-Sを比較すると硫黄含
 量の多いN-935-7では亢進が著しい。硫黄含量が18.8%であるN-935-7とKM-102
 を比較すると,分子量の小さいN-g35-7に亢進が著しく,同様に硫黄含量7,1%の2-8-S
 う2-18-Sを比較してみても分子量の小さい2-8-Sに亢進が著明であった。硫黄含量が多く,
 分子量が小さいD.S.の添加によって貪食がより亢進される。大星らはHeparinおよびD・S・投
 与によるリンパ節,脾からのリンパ球血中動員による一過性リンパ球増多の機序を主として細胞電気
 泳動法によって解析し,リンパ球動員には硫黄含有率が関係あると報告し,また,名倉らは細胞膜表
 層の荷電状態をP・1ycati・nlcSubstanceであるPr・taminSulfateで処理し1細
 胞の荷電を0とすると,Mediumのイオン強度,被貧食物の荷電状態の如何にかかわらず貪食がみ
 られると報告している。D・S・はP・1yani・nであり,この添加によって白血球と貪食粒子間の電
 位に何らかの変化を来たし,貪食能の亢進が起ると推定される。したがって著者は網内系機能の一環
 として,白血球貪食能に及ぼすHeparin及びD.S、の影響について検討を行ない,Heparin及
 び分子量が小さく,硫黄含量の多いD.S.はinvitr・で白血球貪食を亢進することを認め,また,
 D.s、の亢進作用は分子量が小さく,硫黄含量の多いものでは著しい傾向を認めた。
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 審査結果の要旨
 著者はHeparinおよび各種DextranSulfate(以下D.S.)の影響について,網内系機
 能と同様の貧食機能を持つ白血球の機能について検討を行なった。実験動物は200～3009の
 D・nryuRatを用い,20%カゼインナトリウム生食水溶液を腹腔内に約10QG注入・18時間
 
 後大腿動脈より動脈血を採取屠殺し,腹水を採取した。一匹の腹水より2～5×10コの細胞が得
 られ,細胞分類を行なうと91.5%は好中球であった。貧食粒子としてSta.albus死菌を用い,
 白血球1に対し200以上の割合に添加し,貧食反応はWarburg振盪装置を用いて行なった。中
 心筒には2NKOHO,2磁,sidearmに各種濃度のD.S.およびSta.a正bus,main
 chamberにはブド一構10μm・1es,血己血清0.1認/3翅を添加し,さらにKrebsRinger
 ph・sphateBuffer,pH7.4を加えて総量3.0磁とした。著者は前述のような実験条件にお
 いて貧食細胞の酸素消費量の測定を行なっている。
 著者の実験成績からみると,硫化多糖体の分子量及び硫黄含量の差が貧食に対して影響を与えてい
 る。すなわち分子量1300のPolyranAと2-8-Sについてみると硫黄含量の多い2-8-
 Sの亢進が著しく,分子量23800のN-935-7と2-18-Sを比較すると硫黄含量の多い
 N・一935-7では亢進が著しい。硫黄含量が18、8%であるN-935-7とKM-102を比較
 すると,分子量の小さいN-935-7に亢進が著しく,同様に硫黄含量7.1%の2-8-Sと2-
 18-Sを比較してみても分子量の小さい2-8-Sに亢進が著明であった。すなわち,著者はHe-
 parin及び分子量が小さく,硫黄含量の多いD.S.はinvitr・で白血球貪食を亢進することを
 認め,また,D.S.の亢進作用は分子量が小さく,硫黄含量の多いものでは著しい傾向を認めている。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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